
はじめに

「改正増補英語箋』（住田文庫蔵）
下巻の増補語棠と薩摩辞書

-「魚介」部門と「錨」部門一

下河部 行 ・ 輝

r改正憎補英語箋」（住田文庫）における下巻の「魚介」部門に収録された語彙数は七

五話ある。 これから、 同じ題名の哀京版に収録された語彙を取り除くと、東京版にない語

彙数は三四語となる。 つまり、 東京版にはなくて、 大阪版にのみ見られる「魚介」部門の

沿袖話彙は三四語であるという意味である。同じく「品」部門は、収録語が全部で四六語、

そのうち培補された語彙は一七話である。『岡大論稿J 19号で示したようにこれらの培補

語棠は、「英語箋』から収録されたとかんがられるものは、「魚介」では四臣、「品」部門

では皆無であって、 残りの増補語彙は、「涯摩絆也」か、 他のものからと判断されるので

ある。「魚介」の三四語のうち、「英語箋Jからは四語で、他の三十語のうち、 三語は、 今

のところ典拠不明とせざるを切ぬのであるが、 二七語は「薩床研雹Jから採り入れたと思

われるものである。I英語箋」の四話のうちの一語は、「薩摩紆也Jとも同じと判断される

ので、実数は二八語となる。不明の三語は今
・
後の牒題として柑かざるを褐ない。「品」部

門の 一七話の増補語梨のうち、「英語箋Jからは皆無であるが、 全ての昭棠、 一七語が

I薩摩紆世」と関係があるものと判断される。 以下、「魚介」部門と「品」部門の実態を

示そう。 尚、「改正増補英話箋Jの実態の末尾に印した記号と括弧の意昧は、前回同様の

意味を持たせてあるので、［岡大論栢J 19号を参照されたい。

2 「魚介」部門の増補語彙

2-1 （英語箋〕における「魚介」部門の培補語彙

ほ栢箋〕における「薩ほ酢密Jと関わる増補語棠は次の語索である。

饂魚（イワシ）Pilchard.（ピルチアド） 0 

緊 （カニ）Crab.（クレ ー プ） 0 

過腺魚（サケ）Sallnm1.（セマン） ＊
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白魚（ニゴビ）珈•/,,.,.（パアペル）0 

紺魚（ヲシキウヲ）Br四991.（プリ・イム） ＊ 

腔魚（アメウヲ）Chub.（ヂャップ）0 

般魚（ハエ）伽Cc!.（テイス） （テ→まま〕〇

海豚魚（イルカ）Dolplii11.（ドルヒイン）0 

飛魚（トビウヲ）Flyiugfisll.（フライイング7イッシュ）0 

煎魚（カワギス）Gro1111dli11g.（グラウントリング） ◎ 

聾枯沙魚（シュモクザメ） HaI91991cr hcad. （ハンマアヘッド）◎ 

杜父魚（カワヲコピ）Millers thumb.（ミルラアスサアンム）〔注 ヲコピのピはま

ま〕〇

甜魚（シミ）Molli.（モー ス） ◎ 

蝠魚（ポラ）Mullet.（マルレット）0

一角魚（イッカクギョ）Naru.叫（ナアウヲル）◎

鋸沙魚（＊コプイカ）Sawfish.（ソヲフイッシュ）0 

鱚位（テウザメ）St11rgem1.（スタールジュン）0

亀甲（カメノカウ）Tortoise-shell.（トルチズセール） 0 

蛤魚（ドジャウ）Loach.（ロー チ） ＊ 

鋸沙魚（＊ゴパコ）Saw-fish.（ソウフイッシ.:..)〔ウーまま〕＊

蜆魚（サンシャウウヲ）Salamander.（セレマンダア）0 

水煎（カワウソ）Otter.（ヲッタア）0 

牝魚（メウヲ）S加WltCT.（スベウナア）0 

雄魚（ヲウヲ）Milter.（ミルタア） 0 

鯨油（クジラノアプラ）Trainoil.（トレインヲイル）＊ 

魚ノ膀院（ウヲノイパリプクロ）Swim.（スイーム） ＊ 

投魚（アラ）Cod•fisl1. （コッドフイッシュ）0 

生洲（イケス）Cauf.（コー フ）0 

この部門で問題となるのは、鋸沙魚である。訓が一 つは〔＊コプイカ〕であり、また一

つは〔＊コバコ）である。英梧のルピも、Sawの=.11が（ソヲ〕と〔ソウ）である。この

訓は現代の国器大辞典（小学館版）にも登録されておらず束條操編の r全国方言辞典J

微訂総合日本民俗語彙」（平凡社）等にも見当たらない。ただ『日本国胚大辞典」には

「ほこぶか」（鉾躾）は「鋸鮫」の異名として登録されており、用例として、「誼訂本草綱
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目啓豪J (-40・魚の部門） （鮫魚（略）鋸紫（略）はこぶか はこわ1.:〕を示している。

Saw-fishは、 今日の英語辞典では、「のこぎりえい」の沢語であり、cf．としてSaw-shark
一を指示している。同じ漢字に対して、 訓が二様という、 しかも同 郎門であることを考え

ると複数の人間による括索収集ということが浮かぴあがらざるを得ない。〔＊コプイカ）

も〔ホコバコ〕も「ほこぶか」を想起させるのだが、 方言という即断は今は差し控えたい。

今後の課題として措く。

2-2 「薩9皐蘇劃にみる〔英語箋）に採り入れられたと思われる語彙の実態

一Pilelaard, s.（ピルチャルド）鰈魚（イワシ）ノ 種大ナル者

Crab.s．（カラップ）製（カニ）。意地悪（イヂアシ）・キ人（ヒト）。 大石（タイセキ）ヲ

上（アグ）ル道共（ドウグ）。巻饒輯（マキロクロ）ノ類（ルイ）。 山査子（サンザシ）

Sal111on, s.（サルモン）松魚（サケ）
＂

ー ルペル）白魚（ニゴヒ）〔注 Bar凶の後の ，＂はない〕Barbels.（パ
ーム）湖魚（ミヅウヲ）ノ名（ナ）〔！8魚（ヲシキウラ）Brca911.s．（プリ

Clmb.s.（チョプ）註魚（アメウオ）ノ一種（イッシュ）

．

ー シ）掛魚（ハエ）ノ類（ルイ）応ce9. （ヂ

Dolphin.s.（ドルフヰン）海豚魚（イルカ）

FI”"gfish.s．（フライイン フヰシ）飛魚（トピウラ）
ーGmundli9Igs, （グロ ンドリン）沙魚魚（カハギス）。 下賤（ゲセン）ノ人（ヒト）

Hamm,r head,s.（ハムムルヘッド）雙咎沙魚（シュモクザメ）

Millers thumb,s,（ミルレルソム）杜父魚（カワラゴゼ）

Motli, s.（モッツ）蹂魚（シミ）。同蛾（ヒイロ）

M111/el,s.（モルレット）蝠焦（ボラ）
角魚（カクギョ）ー 一Na匹t.s．（ナ ウアル）

フヰシ）鋸沙魚（＊コプイカ）Saw-Jish.s.（ソー

Sturgeon.s.（スチュルジ＂ン)!9魚（テウザメ）

Torloisrshe/1.s.（トルトイス＿ ）裟甲（カウ）〔殊（コト）二in球殻（タイマイコク）

ヲ云〕「shell」にルピなし。
ーし叫.s.（ロ チ）耕（ドヂョウ）ノー毯（イッシュ） （短小（タンショウ）ナルモノ）

ヰシ）録沙魚（ホコプイカ）ーSaw-Jish.s.（ソ フ

Salama叫心（サラメンドル）蜆魚（サンジャウウヲ）ノ属

Oller,s.（ヲットル）水船（カハウソ）
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s,,ヽIII'919'9. ．s. （スボ ール子ル）牝（メ）魚

Mill,•r.s.（ミルトル）白子ノ有（ア）ル魚〔即チ雄（ヲ）魚）

Tr(Iiuoil.s． （トレ ールノイル）邑堕i （ケイユウ）

Swim.s.（スウヰム）魚（ウヲ）ノ膀脱（バウコウ）

Cod-fish.s．（コ ー ドフィシ）9負魚（アラ）〔注 フィシの「イ」はまま〕

伽1f.s． （コー フ）生洲（イケス）〔魚ヲ畜フ〕

2 3 「魚介」部門のまとめ

s、191'-fis/1 (/)乱IIが「＊コプイカ」でそれがそのまま r 改正増補英語箋jに採り入れられて

いることに注意願う。だが、「改正増補英語oo」では、 なぜ同じ語を二度採用しているの

か、そしてその訓が「＊コパコ」として別訓を付けているのかが問題である。「薩ほ辞密J

は英和だが、 r 改正増補英語箋Jは和英であるので、別訓の語は、 漢語と漢語ルピだけを

見れば、別の語として入れる可能性が出てくる。時間を掛ければそれは直ぐに見分けるこ

との出来た筈のものであるが、ここに編者の感度の一端が伺われるのではないかと思う。

Salmonの漢字が、「松魚」であるが、 これは、「大言海Jでは、「鮭ノ、朝鮮名」として

いる。「類表名義抄jを始め、日本の代表的な節用集は、全て「鮭」であって、「和英栢林

集成」においても「鮭」の漢字である。「昏言字考節用集Jでは、「鰈」の漢字を列挙して

いるが、やはり多くの辞軒類は「9E」である。 r 改正増補英梧箋Jの「過課」は漢語であ

るので、両者の借用関係は、確かなものではないが、共に、「鮭」を採らず、「松魚」を捨

て、漢諾に切り換えたとも思われ、一応の関係ありとしたが、尚、考えねばならない。

Breamの「！月」を r 改正増補英語箋Jでは「福」としているが、これは字音が同じところ

からの、誤用ではないかと考えられる。「編」は漢語であって、「ヲシキウオ」の訓もある

(/)だが「編」では意味が通らないのである。L四chは「鱒」は漠語であり、「!t」は国字

である。「過棋」に合わせれば、『改正増補英語箋」は一貰しているとも取れる。Trainoit

は、糾と字音との相違であるので、両者の関係はあると見られるが、これは余りにも一般

的な栢であるので、問題がないとは言えないが、今はこのままにして措く。

(4) 

Swimは漢字の訓は音の相述であって、これは「鯨油」と合わせたものと考えれば、問

題はないと思う。

S加WIICTとMillerは、両書の関係を示しているものの証拠とも言える。S加切面は今日

の英和では、「産卵期の魚」であって、たしかに「牝魚」には途い ないが、不十分な訓だ

が、 r 改正増補英語箋」の絹者も、うまい訳栢を見出せなかったものと思われる。「牝魚J

を採用した以上、 Milばは、 r薩ぼ陪書」の説明の方を採用したものと考えられる。

-77-



3 「塁」部門の増補語彙

3-1 〔英語箋〕における「品」部門の増補語袋

（英語箋〕における「雀ぽ僻書Jと関わる増補語彙を「魚介」部門、 同様に示すと次の 開

集になる。

百足（ムカデ）Centi加d.（ケンチペッド）0 

品龍（タリョウ）Cockatrice.（コッケイトライス） 0 

荀行虫（フクカウムシ）Crawler.（クロウラア） 0 

蛭絆（コウロギ）Cricket.（クリッケット）0 

大ヒナル蠅（オオヒナルハイ）Flesh-fly.（フレー シュフライ） 0 

録眠子（コガ子ムシ）May-bug.（メー パッグ）0

龍盤魚（イモリ）Newt.（ニュ ー ト） ◎ 

抜虻（ウシパイ）Ox-fly.（ヲックスフライ）0 

響尾蛇（ケイピダ） Ratt/c-mam. （レットル ス子ィク）0〔注：suaveはまま、 正し

くはsi1ake.〕

鈷綸（ナメクジラ）Slug.（スラッグ） ◎ 

蟻姪（アリヅカ）Ant-hilt.（エントとイル）0 

就虫（ハラノムシ） ＆lly-wonn.（ペライ ウヲ ー ム） ◎ 

大蛇ノ名（ダイジャノナ）Boa.（ポー ）◎

姦（ウシパイ）Brise（プライジ）0 

蛛網（クモエ）Colnueb.（コプー エプ） ＊ 

鋒蝋（ミッロウ）W,u.（ウエックス）0 

俎（ウジ）Maggot.（メゴット）0 

この 部門で問題になるのは、 姦として掲げたところの 英語である。(Brise.）は今日 の 辞

杏には登録されておらず、『薩限辞掛Jには、（Brize.〕 の 見出しになっていて、 この 両者

も辞書にはない。 TheOxford English Diet如叩yにも(Brize.〕はない。 ところが、 両者の

訳閥が〔姦〕で一致しているのである。 これは代幻E培補英語箋Jが、 明らかに「薩庶酢

杏Jからの引用としかおもわれないの である。 ただ、 〔z〕を〔s〕に換えただけである。
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3-2 「涯叫瑾」にみる（英語箋〕に採り入れられたと思われる語彙の実態

cmt枷d,s.（センチペッド）百足（ムカデ）

Coeka/rice,s.（コックエ ー トライス）磁龍（ダリョウ）ノ ー植（シュ）

Crawler,s.（コロ ーレル）勾行虫（フクコウチウ）

Cricket,s.（クリッケット）蛭絆（コウロギ）。勝負事（ショウプゴト）ノ名（ナ）

Fies/a-fly,s.（フレシフライ）大（オ 、 イ）ナル蠅（ハイ）。

May-bug,s.（メ ー ポク）録眼子（コガネ仝之L

Newt,s.（ニュ ー ト）龍盤魚（イモリ）ノ癸

Ox-fly,s.（ヲックスフライ）荻虻（ウシパイ）

Rall(e-snave,s.（ラットルス子ーキ）嘔尾蛇（ケイピダ）

Slug.s.（スリュグ）括絵（ナメクジ）。 瀬惰（ライダ）ノ人。妨（サマダ）ケ（注：

サマダー まま）

Ant-hill,s.（アント ヘル）蟻姪（アリヅカ）

Bclly-wo加，s.（ベルリーウヲーム）就虫（ハラノムシ）

Boa,s.Boacoustric-（プア）大蛇（ダイジャ）ノ名〔注：Boacm,strietorには訓はない。）

tor,s. 

Brize,s.（プライズ）品（ウシパイ）

Cobweb.s.（コプウヱップ）蜘網（クモノアミ）

Wax,s.（ウヲックス）妊蝋｛ミッロウ）。牌（ミミアカ）

Maggot,s.（メッゴット）姐（ウジ）

前述もしたが、Brizeなるスペリングは現代の辞書にもThe Oxford English Dictiona巧

にも登録されておらず、 r英和封訳袖珍辞世Jには「Brize.s.馬蝿」とあるので、 それを

受け継いだものであろう。 これは明治4年版の「大正増補 和訳英辞林J (I涯摩辞書J第

2版）、 明治6年版の「哀准 和訳英辞害J (『怪摩辞杏j)にもBrizeとしてそのまま掲載

されている。 ただし、 訳は、「英和匹訳袖珍辞魯」の「馬蠅」ではなく、 r涯麿辞書Jの

「姦Jを使用しているのは当然である。 このBrizeは「和英語林集成J （初版）（2版）

(3版）にはなく、 柴田・子安の「附音挿圏 英和字彙Jにもない。Briscの「s」を「z」

に写し閻途えたとしても、 訳としての「馬蠅Jや「姦」はどこからか、 また 、 編者はなぜ

そのように訳したかという問題は残る。今は暫く問題の ま まにして措く。
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3-3 「品」部門のまとめ

この部門における E文正増補英語箋Jと『怪ぽ辞杏Jとの関係は、「Ob匹g」の訳話と

しての「蜘網」の訓が、「クモノアミ」と「クモノヱ」の「アミ」と「エ」の相違を除け

ば 、 ほとんど 一致している。「ほとんど」と云ったのは、「Ockatricc」の訳栢の漢字の91
・

の「ダ」と「夕」（これは、 音としてどちらでもよい。）「Crawler」の訳翡の「フクカウム

（オ 、

シ」と「7クコウムシ」 そして その漢字としての「荀J と「勾」、「Flesh-fly」の「大

イ）ナル」と「大ヒナル」、「Cobweb」の訳語の漢字の罰IIである「クモノアミ」と

「クモエ」の「アミ」と「エ」の相違があるからである。 しかし、「改正増補英話箋jの

「菊」は 、 は「大根」の意味であり、 用字としては 、「薩摩為輝りの「旬」の「逍う、 は

らばう」の意味がよいわけである。 これは音借したものと考えられる。RK正増補英栢妾J

の「大ヒナル」は明らかに鋲りで、「大きなる」の音便なのであるから、「オ、イナル」で

なければならない。「クモノアミ」と「クモエ」であるが 、「グモエ」は、 東條裸編の「全

国方訂辞典」によれば、 岡山県小田郡、広島県直品郡で「クモエ」、 熊本県阿蘇郡、 佃

前で「クモノ工」と出ており、 意味の上では同じということになる。正しく、 これが方言

であれば、 Rt正増補英語箋」の編者に関わる問題となると思うが、 今後の謀題として措

きたい。 この「クモ工」を同じとみて、 また、 かなづかいや漢字の音借をも無視すれば、

「贔」部門の両誓の関係は、 一致するということが出来る。

4 この小論のまとめ

東京版の「改正増補英語箋」の「魚介」部門の語彙数は52諾、 大阪版のは75託である。

また東京版の「虫」部門の器彙数は37！吾、 大阪版のは46語である。東京版にはない大阪版

の増補語彙は34語であるから、 単純計算の75-52=23という数と34栢との違いは、 既に公

にした甜論文にも述ぺたように、 東京版のある語索を捨てたことを意味するものであり、

全ての部門についてそれは酋えるのである。 同様に、 大阪版の「贔」部門の増補語彙は17

店である。「魚介」「贔」部門について、両世にわたって問題なのは、 先に触れたように

「Bn-se」（大阪版）「Brizc」（東京版）という英語と訳語である。 「Brise」「Brizc」もともに、

今日の英栢辞典あるいは、 それに類したものには見出せない翡であって、The Oxford En・

glisll Dicti0ttaryには次のように、説明されている。

Brise. obs.rare (see Quot) 

1616 Surf!. & MARKT. Countr. Farm 92 Afterward let him draw a Brise or two made fast 
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in the yoke 6〔叩gin. A Brise is a kind of ground that _hath !yen long vntilled) 

1721-1800 in BAILEY. Brise, obs. form of BREESE and BRUISE. 

これを見れば、 両書の訳語が出て来る筈もないものであって、しかも廃語となっているも

のであるから、尚のことである。しかし、「BREESE」を追えば、「あぶ」であり、それは、

「gadfly」を特に指す ようであるから「馬あぶJ (horsefly) ということになる。 だから

「姦」（ウシバイ）でいいのであろうか、という問題が生じてくるのである。ただ方言では、

「ウシパイ」といって、南島蜂璽島（「全国方言辞典J)のように単に「あぶ」を指したと

するのであれば、おのずから意味が違ってくる。なお問題として残しておく。

さて、この二つの部門を、もう一度纏めてみれば、次の表のようになる。

この表で「無」というのは、「薩ぼ酢密」との関係

、
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話である。この内、「盤」は r英語箋」とも関係あり

と見ているので、「薩麿絆書jの単独のものは、27語ということになる。「晶」部門は全て

が rfili麿陪啓」と関係ありということになる。他の部門については、紙幅の都合で機会を

別に誼る。

（岡山大学文学部教授）

〔参考文献）

改正増補英器登（住田文血蔵）

改正増補英躇箋（狩野文庫蔵）

薩ほ辞書初版

大正増補和訳英糾林（薩ほ絆書2版）

稟准 和訳英酢曾

和英語林集成初・ 2 · 3版

英和対訳袖珍酢書

書哲字考節用集

(8) 
-73-




